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「戦いや争いの原因」ヤコブ４：１～３ 

 

Ⅰ 神の先行する恵み。主は、私たちの罪（争い、心の悪い欲望、うらやみ、ねたみ、憎しみ、悪い動

機）のために十字架で死に、罪を償って下さいました。また、主を信じる私たちの心に御聖霊が宿られ、

私たちの心にある憎しみ、恨み、ねたみ、悪い欲望をきよめ、新しい心（愛、喜び、平安、寛容、親切、

善意、誠実、柔和、自制、聖なる知恵、判断力、識別力）を実らせ続けて下さいます（ガラ５：２２，

２３）。 

 

Ⅱ 私たちの間にそして世界中には、常に「戦いや争い」：１があります。私たち罪人である人間の歴史

を見ると、世界のどこにも争いや戦争がない時代は、ほとんどないことがわかります。それは、国と国、

家庭、個人の生活にも言えることです。クリスチャンの間でも、日々神の愛を求めなければ、争いが起

こります。ですから、ヤコブは、この御言葉をクリスチャンに語っています。１．その原因とは→「あ

なたがたのからだの中で働く欲望が原因ではありませんか」：１。心に持ち続けている敵意、欲望は、

やがて見える「戦いや争い」となって現れます。真の原因は、外にあるのではなく、何と私たちのから

だの中にあるのです。「戦う」は、これらの欲望が絶えず活発に活動していることを示しています。し

かも、それは、私たちのからだのあらゆる部分を活動範囲としています。神から離れている時の私たち

人間の性質が向かう方向は、「欲望を満たそうとする快楽」です。私たちが、自分の使うお金、時間、

力、興味の対象を考えてみるとわかります。私たちにとって、今、第一にしていることは、私たちを心

から愛しておられる神ご自身を喜ぶことでしょうか？それとも自分の快楽でしょうか。この罪の世にい

る限り、悪い欲望との戦いはなくなりませんが、良い知らせがあります→「御霊によって歩みなさい（祈

りと御言葉により神と深く交わり神ご自身を喜び、御霊に頼って歩みなさい）。そうすれば、決して肉

の欲望を満足させるようなことはありません」（ガラ５：１６）。２．「あなたがたは、ほしがっても自

分のものにならないと、人殺しをするのです。うらやんでも手に入れることができないと、争ったり、

戦ったりするのです」：２。「ほしがっても」（十戒の最後の「むさぼってはならない」と同じ原語ロー

マ７：７、１３：９）自分のものにならないと、人殺しをしてでもその欲しいもの（お金、物、地位、

異性等）を手に入れようとします。日々起こる事件は、このことを証明しています。このどす黒く恐ろ

しい欲望、むさぼりの心が、すべて（私たちにも）の人の心にあります。それこれという罪以上に、自

分の心そのものが罪であるという深い自覚が、真の悔い改めの心です。また「うらやんでも手に入れる

ことができないと、争ったり、戦ったりするのです」。国同士の戦争も私たちの争いも根は同じです。

それはすべての人の心にある「神に背いている原罪」、欲張り、欲望です。国と国の平和条約、人と人

の契約が結ばれても、悪い欲望が支配している限り、その約束は破られてしまうのです。ですから、す

べての人が、自分の悪い欲望の罪を悔い改め、主を信じ、この欲望という罪が聖められない限り、真の

平和、平安は、生まれません。敵を愛し、「父よ。彼らをお赦しください」と祈られ、敵対する人（私

たちを含む）のために十字架にかかられたイエス様こそ平和をつくられる主です！  

 

Ⅲ 「あなたがたのものにならないのは、あなたがたが願わないからです」：２。神は、恵もうと待って

おられます。イザ３０：私たちは、与え主の神に求めず、人に求め過ぎたり、期待し過ぎると裏切られ、



また、相手に負担をかけ、相手を縛ることになり、平和な関係を崩します。この世に求めても、真の満

足は与えてくれません。真の満たしは神からのみ来ます。私たちが自分の欲望に支配され、それを追い

求めるなら、真の平和も満足も決して得られません。その欲望は底なしで、次から次へ悪の快楽を求め

させ、堕落させて行くのです。この欲望を自分の主人とするか、素晴らしい神を主人とするか二つに一

つしかありません。その結果、祝福の差は、天国と地獄の差があります。「願っても受けられない」：３

ことが実際に多くあります。それは、「自分の快楽のために使おうとして、悪い動機で願うからです」：

３。神は、与えて下さるものが、私たちために真に益とならない場合は、愛するが故に与えられません。

振り返ってみる時、「あの時、神に求めたまま与えられないで良かった。そうでなければ、他の恵みや

待つ訓練も味わうことができなかっただろう」と思えることが多くあります。「悪い動機で願う」とは、

求めているそのものが悪いものでなくても、隠れている動機が不純の場合です。偉大な神は、私たちの

心の動機も見抜かれます。「何事でも神のみこころにかなう願い（悪い動機でない願い）をするなら、

神はその願いを聞いてくださる」Ⅰヨハ５：１４。 

 

Ⅳ 応答と恵み。 すべての戦い、争い、罪の根本原因は、外側ではなく、自分の心の中にある悪い欲

望であることを認める人は幸いです。神の前に自分の罪を認めて告白しましょう。Ⅰヨハネ１：８，９。

そうする時、①神は、主の十字架の血（私たちのすべての罪、悪い欲望の罪を償って下さった血）によ

り、私たちのすべての罪をきよめ赦して下さいます。Ⅰヨハネ１：７、９。②主を信じる私たちの心の

中に内住して下さる聖霊なる神が、どうしようもない私たちの罪、悪い欲望の心を内側から聖め続けて

下さいます。ローマ８：２～１１。私たちにも、すべきことがあります。戦いの一日が始まる朝、時間

を取り、御言葉を味わい神と交わり、神の霊的な武具を身に着けます。生活の中で、その時その時、御

聖霊に頼り、悪魔と自分の内側の欲望の誘惑の声に「ノー」と言い、主の喜ばれる事を選び取って行く

のです。一人では弱いので、互いに祈り合いましょう。「互いに罪を言い表わし、互いのために祈りな

さい」ヤコブ５：１６。 

 


